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時代に先駆的な利用があり（Cauvin et al. 1998），後期旧







さ れ て い る の で （Liritzis 2003; Poupeau et al. 2004; 
Tykot 2011），それに基づき要約しておこう．1964年に，
理化学的な分析手段である，OES（Optical Emission 
Spectroscopy）という画期的な方法 （Cann and Renfrew 
1964; Renfrew et al. 1965, 1966） が導入され，原産地研究
の基礎が据えられた．その後，新しい方法としてNAA
（Neutron Activation Analysis）が注目されるようになる
のは，1960年代の終わりである（Gordus et al. 1967, 1968; 
Antoniazzi et al. 1972）．これらを第 1 段階とすれば，第
2 段階は，1990 年代前後から脚光を浴びるようになる，
XRF（X-Ray Fluorescence）という方法 （Francaviglia 




究であり（図 1），そして第 2 に，旧石器時代全般にまで
黒 曜 石 の 分 析 範 囲 が 拡 大 さ れ た こ と だ ろ う（Le 















できるだろう（Lugliè 2009; Carter et al. 2013）．第4は，
使用痕研究に基づく石器の機能研究の必要性である


















に隣接するGiribaldi遺跡（図 2 のNo.8）とLa Cabre （図
2 のNo.68）の 2 遺跡から出土した黒曜石は，合計すると
130点に上っているが，この数は，1遺跡の平均出土点数













a: 未分析資料，b: 中性子放射化分析法（NAA）による分析，c: 蛍光Ｘ線分析法による分析．数字は，県・市町村を示す








































































































































































量（1 遺跡平均 53.3 点）が，BC 6 千年紀─1 遺跡平均
77.3 点─ よりもむしろ減少する傾向にあること，第 2
に，北部のMonte Revincu遺跡のような拠点となる集落
が出現したことである．当該遺跡では，非黒曜石製の石
材から 199 点の石核，9 点の石刃，60 点の石器が派生し
















表 1　 BC 6～3 千年紀におけるコルシカ島の黒曜石と非黒曜石の比較
遺跡名
全体 石核 石刃 石器
黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外
1 Strette 117 (11.3%) 919 1 37 5 24 14 34
2 Torre d’Aquila  24 (6%) 377 1 19 2 8 10 24
3 A Revellata  24 (2.9%) 797 0 14 0 3 7 26
4 Basi  26 (4.2%) 589 0 2 6 55 0 13
5 Curacchiaghju 141 (39.3%) 218 0 11 0 1 12 23
6 Araguina-Sennola 132 (40.6%) 193 2 5 3 7 8 16
BC 6 千年紀におけるコルシカ島の黒曜石の出土状況：1, 2, 3 が北部、4, 5, 6 が南部の遺跡
遺跡名
全体 石核 石刃 石器
黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外
1 Torre d’Aquila 30 (19%) 128 0 4 5 4 8 13
2 Scaffa Piana 72 (8.5%) 774 0 10 24 2 7 15
3 Monte Revincu 32 (0.5%) 6,814 0 199 3 9 5 60
4 La Figue 79 (11.2%) 628 0 20 7 3 4 28
BC 5 千年紀におけるコルシカ島の黒曜石の出土状況：1, 2, 3 が北部、4 が南部の遺跡
遺跡名
全体 石核 石刃 石器
黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外
1 Monte Grosso 1,496 (74.4%) 516 3 15 725 0 79 14
2 Araguina-Sennola   278 (97.5%) 7 0 0 37 4 6 3
3 Curacchiaghju   601 (87.1%) 89 0 1 13 4 44 2
4 Basi 2,177 (75.4%) 711 3 9 755 1 74 21
5 Cardicca   701 (88.7%) 89 5 5 38 0 26 5
6 Poghjaredda   913 (92%) 79 7 11 37 0 42 12
BC 4 千年紀におけるコルシカ島の黒曜石の出土状況：1 が北部、2, 3, 4, 5, 6 が南部の遺跡
遺跡名
全体 石核 石刃 石器
黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外
1 Terrina IV  98 (51%) 192 1 9 19 0 14 21
2 I Calanchi  89 (2%) 4,290 2 406 27 1 16 274
3 Cauria 133 (7.4%) 1,794 2 47 12 4 6 45




ら 3 点の石核，755 点の石刃，74 点の石器が派生し，







うこと，これが第 3 点目の特徴である（表 1）．両遺跡の


















が第 2 の点である（表 1）．　　
当該遺跡における，黒曜石と非黒曜石の割合は興味深






は，総量の増加（26 → 2177 点），第 2 に，石刃の増加
（6 → 755 点），第 3 に，石器の増加（0 → 74 点）である．
もっとも注目すべきは，圧倒的多数の石刃に二次加工が
加えられていないということである．さらに付け加える
べき第 1 は，黒曜石製の石核が微量であること（0 と 3

























表 2　 Basi遺跡のBC 6 世紀と 4 千年紀の資料の比較
全体 石核 石刃 石器
黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外 黒曜石 黒曜石以外
1    26 (4.2%) 589 0 2 6 55 0 13
2 2,177 (75.4%) 711 3 9 755 1 74 21










リー （SA, SB1, SB2, SC） に分類されるようになった
（Poupeau et al. 2005; Tykot 1992, 1996, 1997, 2002a, b, c, 
2004, 2011; Tykot and Ammerman 1997; Tykot et al. 
2006, 2008）．新しい研究は，第一次産地ばかりでなく，




































































































































たのである（Cauvin and Chataigner 1988）．
先土器新石器時代Ａ（BC 10,000～8,300年）の時期（Bar 
Yosef 1989; Cauvin 1994）になると，黒曜石は，Mureybet 
IB，Aswad I，Jerf el-Ahmat，Cheikh-Hasan遺跡などで
確認されるようになる（Carter et al. 2004）．注目すべき
は，この流通を媒介したのが村から村へと「遍歴する行





















離していた（Carter et al. 2013）．一方，先土器新石器時
代Bに入ると，Bingöl のほかNemrut Dăgの黒曜石が利







Göbekli 遺跡では，Bingöl A/BのほかNemrut Dăg産の
黒曜石をもとに，押圧剥離によって石刃が生産されてい






















第 1 に，Çatalhöyük遺跡の，かつて “聖堂” (Shrine) と
表現された（Mellaart 1967），30 人ほどを収容できる大
家屋に，練成された両面加工の黒曜石製の尖頭器，それ
に石核が集められていたということ 7），第 2 に，大家屋
の土壙のひとつに骨製尖頭器 2 点，黒曜石製尖頭器 1 点
が，その上の層の土壙の埋土から，3点の骨製尖頭器，鳥
の骨，8 点の黒曜石とフリントを組み合わせたものが埋
納されていたという点である（Hodder and Cessford 
2004）．交易（trade）によって獲得されたカッパドキア


















and Cavalli Sforza 1971, 1984）．
ところで，この「新石器時代化」とは，4,000km進む
























られている（Demonde et al. 2007; Guillaine 1994, 2003, 





































































































 1） «  Ce n’est pas l’eau qui lie les régions de la Méditerranée, 

















 6） 境界地帯（Contact zone）は，レンフルーの地域区分に
よると，供給地域（Supply zone）─石材の 80%以上
が黒曜石で占められる─から 250～350km離れた地域
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Obsidian studies in the Mediterranean region:  
an overview of research
Masayoshi Yamada1*
Abstract
 The aim of this paper is to summarize the studies of the exploitation and circulation of obsidian in the 
Mediterranean region. The diffusion of obsidian is closely connected to the advent of the Neolithic period in 
this region, a phenomenon termed “Neolithization”. 
 The Neolithic people participated in a network that circulated obsidian from its distant sources all the 
way to the sedentary settlements that needed it. In this region obsidian was circulated in the form of 
preforms or cores. The network of circulation was organized in a hierarchical mode, from producer to 
intermediary to consumer. 
 The intermediary’s role would be to distribute or redistribute the raw material, but also to produce 
blanks, such as blades or bladelets. 
 It is tempting to think about these knapping specialists also as experienced travellers, a kind of 
“itinerant-hawkers”, who were probably involved in other activities as well, as they made their way through 
the obsidian circulation network.
Keywords: Neolithic period; Mediterranean region; exploitation and use of obsidian; structure of distribution
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